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要旨 
 
植民地期（日帝強占期）４）に、日本人が韓国に渡って集住し、日本人町を形成していた。
植民地解放（終戦）後、日本人は突然日本に戻ることになり、そこには韓国人が入り住む
ことによって、日本的な雰囲気は自然に色褪せたかわざと壊してきた経緯がある。しかし、
近年韓国では「暗い歴史も歴史として直視する」という考え方を持ち、かつての日本人集
住地区や日本的な建築物を修理・復元して観光や教育の素材として活用する動きが出てき
た。代表的には、西海岸の群山市と東南部海岸の浦項市の九龍浦地域である。本研究ノー
トでは、１）慶尚北道の浦項市の九龍浦地域を取り上げ、フィールドワークによって見え
てきた現況を整理し、２）かつての日本人集住地区・建築物の再整備について現地の行政
と住民が考える意味や議論されている内容を考察することを目的とする。これらの作業は、
かつての日本人居留地である九龍浦に住んでいた人々（日本人と韓国人）や現在そこに住
んでいる人々にとっての原風景を検討していくための準備過程として意義がある。 
 
はじめに 
 2016 年は戦後 71 年になる年であった。その間、日韓の間では、外交や政治的な力関係
とともに歴史と関連する多様な問題―例えば、歴史教科書問題、竹島（独島）問題、慰安
婦（性奴隷）問題、首相談話問題、靖国参拝問題等―で賛否両論を起こしながら議論され、
日韓の政治・外交的関係によって民間の動きも影響されてきた。日本において、一方では
韓流ブームという流れの中で日本のテレビから日常的に韓国ドラマや、K-POP が流れるよ
うになり、食やファション、化粧品など多様な分野に至るまでの韓国の生活文化が日本で
受け入れられるようになったが、また他方では、嫌韓やヘイトスピーチという言葉に代表
される活動も度々見られるようになった。韓国においても、韓日の政治的関係の変動によ
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って、一方では、日本批判や反日デモが行われたり、過去の対日協力者層を示す「親日派」
清算の声が高まったりしていた。また他方では日本との経済的な協力関係や日常の文化的
交流によって日本の商品や生活文化に関するものは広く受け入れられてきた。 
 このような中、近年、韓国のなかで新しい動きが見られるようになってきた。それは、
過去韓国併合時代（日帝強占時代）に韓国内に形成されていた日本人町や当時建てられて
いた建築物を修理・復元して近代遺産として教育の素材として用いつつ観光地化していく
動きである。その代表的な例として、全羅北道の群山市の港近くにある「近代歴史文化通
り」という名前での区画整備であり（カン강他,2014; コン공他, 2015）、また、慶尚北道海
岸の浦項市にある九龍浦においても「近代文化歴史通り」という名前での区画整備である
（浦項市,2014）。 
 韓国内の視点からすると、しばらくの間、日帝強占時代（韓国併合時代）と関連する物・
事は負のイメージをもつため、文化遺産として残す視点や声というよりは、撤去を進めた
りあるいはあえて保存しないという声が強く、そのまま使うにしても特別な意味づけはし
ないというのが大きな流れであった。このような流れに部分的ではあるが、変化が起きて
いるのである。 
 このような変化を受けて、筆者らはこれらの都市・地域を歩きながら、そこでの街並の
変化、このような変化に対する住民たちの地域への認識、日本へのイメージ等はどのよう
になっているのかについて、歴史学、文化心理学・環境心理学等の視点を用いて学際的な
研究をしていくための共同研究チームを構成した（付記参照）。 
本研究ノートの目的は、１）新たな変化が起きている浦項市・九龍浦地域の現在の状況
や日本の韓国への進出・植民地化への流れを概観した上で、２）浦項市の九龍浦を訪問し、
フィールドワークによりかつての日本人居住地域がどのように整備されているかをまとめ
ること、そしてこのような新たな動きと関連して住民の意識・反応はどうなのかについて
考察を行うことである。これらの作業は、今後具体的な調査を行い研究を続けて行く準備
段階の一報であることを示しておく。 
 
１ 慶尚北道浦項市の九龍浦について 
本研究の対象地である九龍浦は大韓民国の東海岸に存する小さな漁港である。地理上の
方位では、北緯 35～36 度, 東経 128～129 度に位置しており、行政的には慶尚北道浦項市
南区に属している邑（ウプ、ほぼ「町」に相当）である（図１参照）。まず、九龍浦が属し
ている浦項市を簡略に紹介してから、続けて九龍浦を紹介する。 
浦項は 1,126 ㎢の面積に、 2017 年 1 月現在, 約 51 万人が住んでいる中規模の都市であ
り、慶尚北道の中で人口が一番多い慶尚北道の最大都市である。1,000 万人のソウルと比べ
ると、人口は 20 分の 1 に過ぎないが、面積はソウルよりおよそ 2 倍大きい。 
浦項の気候は、日本の西日本と大差がなく夏には暑く、冬には寒いが、零下までに落ち
る場合はまれである。年平均の気温としては、摂氏 12～13 度であり、冬に雪が少なく他の
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地方より暖かいほうである。 
迎日湾の海岸沿いに、形成された港町である浦項は、東海岸での行政、経済、産業、敎
育、文化、水産業、軍事、交通の中心地であり、東海沿岸で最大の都市である。 
 
 
図１ 韓国の中の浦項市の位置（左）浦項市の中の九龍浦邑の位置（右） 
 
浦項は、世界屈指の総合製鉄所である POSCOがある韓國有数の産業都市であり、海兵隊 1
個師團が 駐屯している軍事都市でもある。しかも、ソウルから 2時間余りで到着できる特
急列車の KTXが通い、また道路はもちろん、 海港と空港まで備えている交通の要地でもあ
る。浦項は旅客船で人口も多く観光地でもある鬱陵島ともつながっている。 
東海岸に面している九龍浦邑は、解放（終戦）前 1942 年に滄洲面から九龍浦邑に昇格さ
れた後、光復（終戦）の後にはもともと迎日郡に属していたが、韓国政府の市郡統合の措
置によって 1995 年 1 月 1 日を期して、浦項市に編入された（浦項市史編纂委員會,1999）。 
九龍浦邑は、行政の面で言えば、南区と北区で構成されている浦項市の南区に属してい
る。管內には、 九龍浦 1 里から 7 里まで、合わせて 7 個の里に分けられており、位置は 浦 
項市內の中心地から南東の方向に向かって車で約 25～30 分かかる距離にある。東海岸から
見ると、迎日湾の外にある虎尾半島の東海岸線に沿って南の方に下る途中の地点で小さい
湾が形成されているところである。  
1993 年に沿岸港として指定された九龍浦は、昔から漁業資源が豊富な所であった。旧韓
末の時期でも規模は零細的ではあるが、東海岸のいくつかの港の中で主要な漁業の中心地
であり、日帝時代（併合時代）に入って繁栄し始めた。日本人達が初めに朝鮮の近海まで
にやってきて漁撈と水産業に携わりはじめたのは 1870 年代の末からであった。朝鮮の沿近
海へ進出してきた日本人たちが沿岸、近海での漁撈、或いは水産加工業及び流通業をする
為、本格的に九龍浦に渡り始めたのは 1910 年日本の韓半島強占（併合）以後からであった。
開発される前は小さい漁村であった。人口が増えるにつれて、漁港として注目を受けるよ
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うになった。日帝強占（併合）後に日本人たちが本格的にやってきはじめからであった。
九龍浦へ渡ってきた日本人たちはおもに山口県、 香川県、兵庫県出身の漁民が主軸を成し
た。寒流と暖流が出会ういわゆる潮境水域が鬱陵島の北方海域へ北上した今日と違い、日
帝時代の当時は虎尾半島近海の九龍浦沖であったからだ。 
東海岸の浦項、あるいは九龍浦へ 移住した日本人たちは主として漁業、水産業関連の船
舶、 加工業、運輸、流通の分野に従事した。このため、日帝時代には浦項と九龍浦に日本
人たちが居住した集住地区が生じた。この研究の対象地である九龍浦の 「近代文化歷史通
り(「日本人村」とも呼ばれる)」がそれである。日本人たちばかりでなく、漁撈期になる
と全國の各地より九龍浦へ集まってきたため、最繁盛期であった 1930年代には、流動人口
で一万人を上回ったほど好況を享受した。この時期には九龍浦を漁業基地とした漁業と水
産業の従事者達が 500名あまりに達した。彼らのうちで 韓国人は 100 名で、日本人が 400
名程であった（九龍浦鄕土史編纂委員會, 2015）。 
また、漁撈に従事した漁夫は一万人を上回っていた。このうちで韓国人が 9,600 名、 日
本人が 640 名であった。戦後、九龍浦は、好況が持続するなか人口が多く増え 1977 年では
3 万 2,699 名までに増加した。1997 年を分水嶺としてその後は每年人口が減少し、 2016
年の現在には 8,817 人が居住している。今は、日本人は九龍浦に住んでいないが、邑內の
至る所には ‘近代文化歷史通り’をはじめ、日本人たちが住んでいた痕跡が少なからず残
っている。 
  
図 2-1 かつての神社から見下ろす九龍浦     図 2-2 九龍浦の全景 
図 2 現在の九龍浦の様子 
 
２ 日本の韓国への進出・植民地化 
2-1 開国 
1875(明治 8)年 1 月、日本政府は閔氏政権（朝鮮王朝）との間の国交調整問題(国交樹立)
を武力によって実現すべく、同年 4 月に軍艦三隻を朝鮮海域に出動させた。開国交渉を拒
否されたことを受け、8 月 19 日(陽暦 9 月 20 日)、日本の軍艦「雲揚号」が、朝鮮本土と江
華島との間の水道を航行し、江華島の草芝鎮砲台から砲撃を受けた。これに対して「雲揚
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号」が砲撃し、翌日に頂山島の砲台、さらに永宗島の砲台を砲撃、占領した。「江華島事件」
である。日本政府は「居留民保護」を名目として、軍艦を派遣し、開国を迫った（日本の
進出・植民地化については、朴,1973 を参照のこと）。 
翌 76 年１月、日本側全権黒田清隆らは軍艦四隻、汽船四隻、海兵隊 266 名を率いて江華
島沖に集結した、いわゆる砲艦外交である。2 月 3 日、閔氏政権（朝鮮王朝）は日本との開
戦を回避すべく「日朝修好条規」に調印し、開国した。7 月 6 日には、同条規を受けて、「日
朝修好条規付録」と「日本国人民貿易規則」、が調印され、これらには、外交使節の首都派
遣、開港場として釜山ほか二港(80 年に元山、83 年に仁川開港)と自由貿易、開港場におけ
る居留地の設定、領事による居留民の管理、開港場における領事裁判権などの多くの不平
等条項が含まれていた（糟谷・並木・林, 2016）。 
 
2-2  居留民の流入 
 同年 9 月、日本政府は、長崎・五島・対馬・釜山の航路開設に補助金を交付し、渡航と
貿易を奨励し、商船が月に一度、長崎と釜山間を往復するようになった。それまで朝鮮へ
の渡航は対馬の島民にのみ限定されていたが、渡航の規制を撤廃し、日本人は自由に朝鮮
に渡ることができるようになった。77 年 1 月には、「釜山港日本人居留地租借条約」を締結
し、江戸時代に設置されていた倭館の敷地 11 万坪を日本の専管居留地とした。釜山は日本
に地理的に最も近く、江戸時代以来、対馬藩との間で貿易が行われ、倭館が置かれていた
からである。すでに 71 年頃には 200 人程度の居留民がいた、とされている。家族連れの渡
航は条約違反であると朝鮮側が抗議したが、日本側はそれを突っぱねた(高崎,2002)。 
 ちなみに朝鮮在住の日本人人口は、1876(明治 9)年には総数 54 人(男 54 人、女２人)であ
ったが、5 年後の 1881(明治 14)年には総数 3417 人(男 2831 人、女 586 人)へと急増した。 
 
2-3 漁民の進出 
 日本人漁民が、玄海灘を渡り、朝鮮近海へ本格的に出漁し始めたのは、「日朝修好条規」
以降であるといわれており、1878 年以来、山口県豊浦郡の漁業者たちが、豊かな漁業資源
を求めて、釜山から南西の済州島寄りに位置する巨文島周辺に出漁した。83 年の「日朝通
商章程」により、日本は咸鏡・江原・慶尚・全羅道沿海への通漁権を獲得し、日本漁民が
進出するようになった(糟谷他,2016)。 
1897 年 10 月、国号を大韓帝国と改称し、高宗は外国勢力の均衡政策をとり、木浦と鎮
南浦に各国の共同租界の建設を認めた。それは事実上の日本人専管の租界であり、同年 10
月に木浦が開港した。開港と同時に大分県出身の漁師・長浦善衛門が移住した(高崎,2002)。 
 現在の全羅南道麗水市に属し、済州海峡沖にある巨文島に住んだ日本人について調査研
究した中村均は、次のように指摘している。「1890(明治 23)年には日本朝鮮両国通漁規則が
公布され、いよいよおおっぴらに日本漁船が朝鮮近海に出漁するようになり、この年の出
漁漁船数七一八隻だったのが十年後には一八九三隻、二十年後には三九六〇隻と激増して
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いる。主な出漁県は山口、広島、岡山、島根、鳥取、愛媛、香川、福岡、佐賀、長崎、熊
本、鹿児島だった。朝鮮近海への出漁の口火を切った山口県では一八九九年(明治三十二年)
朝鮮海通魚奨励費下与規定が施行され、お上のお声掛かりで『それ行け、やれ行け』のブ
ームが形作られた。二年後の全国的な魚業法発布にともない、なかでも意欲的な山口県豊
浦郡では二十三の漁業組合が結成され、株式組織として豊浦郡韓海出漁団が設立される。
とれた魚の種類はタイ、サワラ、イワシ、サバが主であった。」(中村,1994)。 
 このような日本人漁民の進出に対して、朝鮮側の抵抗や反対運動 が起き、91 年 2 月には
済州島の漁民が出漁禁止を求めて蜂起するなど日本側との対立が鮮明になっていった。 
 その後、日本は日清戦争勝利後の 1899 年に京仁線(漢城・仁川間)を開通させ、1904 年の
日露戦争時に鉄道敷設権を獲得して京釜線(漢城・釜山間)と京義線(漢城・義州間)を開通さ
せた。こうして、朝鮮半島の内陸部、西北部へと日本人居留民が流れ込んでいった (高
崎,2005)。 
日露戦争(1904 年)の頃になると三大移住漁村として知られることになる慶尚南道の絶影
島、方魚津、長承浦などが建設され、本格的な日本人による近代的な漁業が朝鮮海域で行
われるようになり、農商務省は漁業事情を調査し、移住を奨励した(高崎,2005)。 
このように朝鮮に進出した日本人漁民の多くは九州や四国地方など西日本の漁民であり、
気候的にも冬季を除けば温暖な朝鮮半島東南沿岸部に移り住み、日本の生活習慣をそのま
ま持ち込んだ。 
 
2-4 植民地化 
 日本は、1905 年 11 月に第二次日韓協約(韓国保護条約)を締結して保護国化し、06 年 2
月、統監府を設置し、初代統監に伊藤博文が就任した。統監府の設置とともに、日本は朝
鮮に対する経済支配を強めていき、07 年 7 月には第三次日韓協約を締結して、高宗を退位
させ、韓国軍を解散させた。 
08 年 10 月に「日韓漁業協定」が締結され、日本による朝鮮漁場の独占が可能となり朝鮮
近海漁の実質上の植民地化が完成されたといわれる。同年 12 月には植民地としての拓殖事
業や農業経営などを目的とする東洋拓殖株式会社(東拓)を設立し、義兵運動などの抵抗を抑
えつつ 1910 年 8 月 22 日、日本と大韓帝国は「韓国併合に関する日韓条約」を締結して、
29 日には国号であった韓国を朝鮮と呼称改めさせ、統治機関として朝鮮総督府(初代総督寺
内正毅)が設置された。 
 西日本(山口県、九州北部、瀬戸内海沿岸)を中心に朝鮮半島に進出した在朝日本人は、1890
年には 7000 人を超え、1910 年には 17 万 2000 人、20 年には 34 万 8000 人、30 年には５
2 万 7000 人、40 年には 70 万 8000 人に増加した(糟谷他,2016) 。 
 1942(昭和 17)年の統計では、在朝日本人の総数は約 75 万 3000 人、日本人の職業別では、
公務自由業、工業、商業、農業、鉱業に次いで水産業従事者が 9093 人(朝鮮人 50 万 5000
人余)となっている。1944 年 5 月現在の統計では慶尚北道迎日郡九龍浦邑の日本人数は 910
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人であった(森田,1964)。 
 
図 3 日本から九龍浦への移動を示す地図 
 
３ 九龍浦フィールドワークから見えてきたこと 
3-1 調査時期や協力者 
 筆者ら（呉・大沼・徐）は 2016 年 9 月 17 日から 19 日の
間に浦項市を訪れ区画整理されている九龍浦の「近代文化歴
史通り」及び周辺の様子を確認した。そして、何人かの現地
の方々と話をする機会を得た。一緒に地域を歩いたり、お話
しをしたりした方は、徐相浩翁（97 歳、九龍浦生まれ育ち）、
徐仁萬氏（浦項 KYC 文化歴史ボランティアガイド）、都聖鉉
氏（浦項市庁勤務公務員）、権赫昌氏（九龍浦近代歴史館で
活動する浦項市所属の文化観光解説士）である。また 2014
に浦項市から作成された「九龍浦近代文化歴史通り観光資源
化事業 修理報告書」も得ることができた。         図 4 徐相浩翁(97歳) 
 本 3 節では、フィールドワークを通して見えてきたことを中心に、①九龍浦の日本人町
の概略、②九龍浦近代文化歴史通りの様子の現在の概略、③近代歴史館として使われてい
る旧橋本邸と関係する概略、④かつての神社があった九龍浦公園に関する概略、⑤九龍浦
から少し離れた「カルクリ海岸」にある、日本の海洋実習船遭難碑と関係する概略の順に
述べていく。 
 
3-2 九龍浦の日本人町の概略 
九龍浦が、栄えた日本人町になるまでの経緯について「九龍浦エルドラード」という題
目の展示文に次のように書かれている。 
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図 5 1930年の九龍浦地図 
「香川県の貧しい魚師たちの朝鮮出漁は 1880～1884年頃に始まった。当時瀬戸内海には、狭い魚場に多
くの魚師たちがひしめき合い、さまざまな紛争が絶えなかった。力なく貧しい日本の魚師たちは、より広
い漁場を求めて瀬戸内海を飛び出し遠い海へ向かった。彼らはより広く良い漁場で、大魚の夢をつかむた
め、命をかけて渡航をした。 
1883年『朝日通商章程』が締結され、日本の魚師たちは本格的に朝鮮海で魚を捕った。1908年頃、香川
県の貧しい漁村・小田村の魚師たちと岡山県の魚師たちが中心になって、九龍浦に移住した。九龍浦に本
格的に基盤を築ついた代表的な日本魚師としては、九龍浦公園内・功徳碑の主人公である十河彌三郎（と
がわやさぶろう）と橋本善吉（はしもとぜんきち）がいる。岡山県から移住した十川弥三郎と香川県から
移住した橋本善吉は九龍浦・日本人移住漁村の二つの柱となった。九龍浦の豊かな水産資源は、日本の魚
師たちの夢を叶えた。黄金のエルドラード九龍浦は、貧しい日本の魚師たちに、新しい時代新しい暮らし
を開いてくれた」（歴史文化館の展示文から） 
 
3-3 九龍浦近代文化歴史通り 
浦項市主催で予算 86 億ウオンの公費をかけて 2011 年 3 月 4 日から 2013 年 12 月 31 日
までの整備事業により、全長 457ｍ・27 棟の建物が補修され「九龍浦近代文化歴史通り」
が誕生した。図 5 は、1930 年制作・発行された九龍浦の地図で当時の街並みや建築物の写
真等が載せられている。近年、色褪せまたは失われた当時の雰囲気を復元することは、も
ちろん 1930 年代のそのままではないかもしれないが、浦項市にとっての教育活動や観光地
化として活用のねらいがあると思われる。案内文によると、2012 年 12 月、韓国政府の国
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土海洋部（日本の国土交通省に相当）が主管する「第２回韓国景観大賞」最優秀賞を受賞
し、都心活性化事業のモデルケースに選ばれたようである。展示文には、九龍浦の再整備
について以下のように書かれている。 
「東海最大の漁業の前進基地だった九龍浦（クリョンポ）は、日本の強占期時代である 1923年、日本が
九龍浦を築港し東海圏域の漁業を管轄したことにより、日本人の流入が増えた。これに従い、現在九龍
浦近代文化歴史通りに位置する場所には、病院、デパート、飲食店、旅館が軒を重ね繁華街として発展
して行った。しかしこの時期に建てられた日本家屋は、都市開発過程で撤去または老朽化が進み、韓国
民族にとって悲しい歴史が喪失してしまうという危機に瀕した。これを受け浦項市は家屋を補修・整備
することにより、日本の強占期時代における日本人の豊かな暮らしぶりを再現し、それとは反対に、日
本に搾取され貧しい生活を強いられていたわが民族の事を忘れないための教育の場にする目的として
『九龍浦近代文化通り』を造成した。」 
図 6 には、「近代文化歴史通り」の雰囲気を表す 8 枚の写真を載せた。図 6-1 にある入口
をくぐって入ると、図 6-2 のような風景に出会う。昔の日本の木造の建物に修理・復元した
状態で、現在は観光客を対象とする食堂やカフェなどの店舗もあるが、一般家庭の住宅も
含まれており、観光の様子と住民の生活が混じっている区域のように感じられた。図 6-4
のように、この通りのすべての建物には看板が二つあり、青色の看板は現住所を、もう一
つは日本語で「洋雑貨店」という漢字表記と「過去には雑貨商店として繁盛したが現在は
住宅として使われている」という説明が韓国語で書かれている。駄菓子屋の雰囲気を思い
起こさせる図 6-3 と図 6-4 は、雰囲気とおりの「追憶商会」という名前で現在もお店として
使われており、商品陳列も昔の様子を意識して再現した形にしている。図 6-5 の「古里家 韓
日文化体験館」では、韓国の伝統服の韓服と日本の着物・浴衣の体験や日本茶・抹茶など
体験ができるようしているほか（図 6-6）、日本関連のコンサルタント業務等を行う「文化
体験や交流」をコンセプトとする所である。 
 
     
図 6-1九龍浦近代歴史通りの入口            図 6-2歴史文化通りのメインロードの風景 
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図 6-3昔の雰囲気の「追憶商会」              図 6-4 昔風に商品を陳列している「追憶商会」内 
    
図 6-5「古里家 韓日文化体験館」         図 6-6着物体験をしている韓国観光客 
    
図 6-7 現住所と当時の建物の用度表示   図 6-8昔の郵便ポスト模型 
図 6 九龍浦近代歴史文化通りの現在の雰囲気 
 
3-4 近代歴史館として使われる旧橋本邸 
図 7 は、近代歴史文化通りの一区域にある「九龍浦近代歴史館」の外観や内部の様子
の一部である。道に立っている案内看板には次の文が書かれている。 
「1920年代、日本の香川県から移住してきた橋本善吉の 2階建ての木造家屋である。日本の敗戦後、個
人の住宅として利用されていたものを、浦項市が買い入れて修理し、『九龍浦近代歴史館』として使用し
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ている。建物の内部は 100 年前の姿がそのまま残されていて、当時の生活の様子を示す様々な資料が展
示されている。建物は日本の建物の構造や意匠の特徴を如実に示しているので、多くの人々の関心を集
めている。」 
 
  
図 7-1近代歴史館になった旧橋本邸      図 7-2 復元展示されている台所 
  
図 7-3近代文化館（橋本家）の廊下                 図 7-4 復元された橋本夫婦の部屋 
  
図 7-5 橋本さんの娘の部屋         図 7-6 小物・道具の展示 
図 7 近代歴史館として使われている旧橋本邸 
 
この近代歴史館には、当時の橋本家をモデルとする日本人の生活の様子以外に、抗日運
動の様子や九龍浦の歴史等についても展示されている。そこには、浦項市庁所属の日本語
の堪能な専門のガイドも常住しており、日本からの観光客へは日本語での対応を、韓国か
らの観光客へは日本式の生活様式に対する解説者として活動していた。展示室の一角に「橋
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本邸の物語」と題する以下の展示文で当時の日本式建物や日本人の生活の様子についての
説明がなされている。 
「橋本邸は九龍浦で大きな成功を収めた橋本善吉の家で、香川県の漁村・小田村から九龍浦に移住して
きた橋本夫妻と３男 4 女の子どもたちがここに移り住んだ。鮮魚の運搬船から始め、いわし加工工場の
設立・経営のみならず、学校組合の管理者まで引き受けた橋本善吉の富（とみ）と名声にふさわしく、
橋本邸は大きく華麗に建てられた。橋本邸の１階には、橋本の執務室があり、絶えず訪問客が出入りし
た。１階には執務室の他にも娘たちの部屋、橋本夫婦が使った部屋、台所と食堂があった。２階の３つ
の部屋は襖で分離し、来客があった際には襖を外した後、２階全体を広く使った。家屋内部に使われた
建築資材、特に２階の『付書院（つけしょいん）』と『床柱（とこばしら）』『欄間（らんま）』などから、
橋本善吉の趣向を伺うことができる。日本から持ってきた材料を使って装飾し日本家屋特有の、節制さ
れた美と優雅さが際立つ。現在残っている建物以外にも、風呂場と橋本家の息子たちが使った建物があ
ったが、いまは撤去されて残っていない。」（展示文より） 
 
3-5 神社があった九龍浦公園 
 近代歴史館の斜め後ろ方面に移動すると、図 8 に示したような風景に出合う。九龍浦公
園の入り口である。公園へ入る階段が始まる所には、「九龍浦公園入口」「龍王党入口」「忠
魂閣入口」という漢字が石柱に刻まれている（図 8-2）。図 8-4 で石柱に刻まれた「昭和 19
年」という文字からもわかるとおり、この階段と石柱は 1944 年に設置された。この階段を
上った所には昔は日本人が建てた神社があった。現在は、階段を上がるとまずは、9 匹の龍
が天に昇ったという伝説で「九龍浦」という地名にもなっていることを象徴する 9 匹の龍
のオブジェが設置されている。また他の方向を見ると、図 8-3 で見られるように、セメント
が塗られた頌徳碑や神社を壊し立て直された龍王堂、忠魂閣が見える。 
  図 8-3 は、岡山県から移住してきて九龍浦に基盤を築づき、当時の九龍浦港を含む地域
整備に多くの貢献をしたとされる「十河彌三郎（とがわやさぶろう）」の頌徳碑である。敗
戦により日本人が母国に引き上げると、九龍浦の韓国人住民たちが頌徳碑にセメントを塗
った。日帝強占時代（韓国併合時代）を生きた韓国人にとっては、いわゆる終戦は単純に
戦争が終わったということではなく、日本の植民地支配から解放される光復として意味づ
けられるように、九龍浦で中心勢力を持って暮らした日本人に対する意味づけの方向も異
なるのである。日本人の頌徳碑が「セメントで塗られた」ということ自体、韓国のなかで
は多くのことを意味していた。また、図 8-2 に見える階段の両側の石柱にも、当時の九龍浦
港の防波堤をはじめとする港造成に寄与した日本人の名前が刻まれていたが、戦後これら
の名前にも全部セメントが塗られている。現在はセメントが塗られた面を裏にし、反対の
面を表にして、新たな整備のために貢献した韓国人の名前が刻まれた状態で石柱は立って
いる。図 8-4 に見られるように、歴史の事実を示す意味で、塗られたセメントのうち一本だ
けセメントが剥がされた状態で見本として展示されている。 
Mar. 2017 近代歴史文化遺産としての植民地期の日本人集住地区復元の動き 83 
   
図 8-1 公園にある九匹の龍のオブジェ     図 8-2 公園(当時の神社)へ入る階段と石柱 
  
図 8-3セメントで塗られた頌徳碑         図 8-4 セメントが剥がされた石柱 
図 8 かつての日本神社があった九龍浦公園 
  
3-6 虎尾半島（ホミ半島）のカクリ丘の日本人の実習船遭難記念碑 
 いままでは九龍浦の近代文化歴史通りの様子を中心に述べてきた。ここでは、浦項市に
属し九龍浦に近い海岸のカクリ丘に建てられた、日本人の実習船の遭難碑と関係すること
を少し書いておく。海岸のカクリ丘に建てられた図 9-5 の看板には次のような説明が書いて
ある。 
「日本が日清・日露戦争で勝利し、朝鮮半島に対する侵略が本格化した頃の 1907年 9月 9日、日本水産
講習所の実習船だった快応丸（137 トン級）が水産調査（海流・魚類分布、沿海水深など）の目的で東
海岸に来航したが、九萬二里沖で座礁し、教官一人と学生三人が遭難、死亡するという事故が発生した。
これがきっかけとなり、岩と波が多く、そして潮流の激しい場所に灯台が設置された。その後 1926年 9
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月 9 日の事故当時、その船の乗務員と学生だった人々がこの場所に『水産講習所実習船快応丸遭難慰霊
碑』を建て毎年参拝をしてきたが、戦後現地の住民たちにより毀損され放置されたままだったこの碑は、
1971 年 10 月現在在日韓国人である金永出（キム・ヨンチュル）の尽力により再び建て直された。今は
九萬二里カクリ丘に海岸道路が開設され道路周辺に建て直された慰霊碑を整備及び管理されており、日
本の遺族や関係者たちが毎年ここを訪れ、参拝している。岩の隙間で海風を受けながら咲く海菊が美し
い。」 
 この実習船快応丸の遭難慰霊碑が建てられているカクリ丘のすぐ目の前には大きな岩が
ある。その岩の形が鷲のくちばしに似ているとして住民たちは鷲の岩と呼ぶが、その夕日
が絶景の場所としても紹介されていた。 
     
図 9-1二度目の遭難記念碑   図 9-2 最初の遭難記念碑     図 9-3 遭難後作られた灯台 
  
図 9-4 鷹の岩        図 9-5鷹の岩、快鷹丸遭難と灯台に関する説明看板 
図 9 日本人実習船遭難記念碑が設置されている虎尾岬のカクリ丘 
 
3-7 現地の人々との話を聞きながら 
 以上３節（3-1 から 3-6 まで）で、主に九龍浦近代文化歴史通りを中心に現地を歩きなが
ら見えた様子を展示説明文や現地で撮影した写真、現地の人々から聞いた話等を用いてま
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とめた。3-1 でも書いたように、筆者らは主に 4 人の方から話を聞いたが、韓国併合時代（日
帝強占時代）に九龍浦で暮らした方は徐相浩翁(97 歳)一人で、他の 3 人は解放後（戦後）
生まれである。ここでは、歴史的事件・事実や最近の九龍浦の新たな動きをめぐって、現
地を案内してくれた方々との話を聞くなかで見えてきたことや考えることについて述べて
いく。現地の人々の話を他の資料等で合わせ検証したわけではないが、現在九龍浦に住ん
でいる住民たちの認識や感情として、部分的ではあるがここに書きとめておく。 
 
コーヒーが好きな 97歳の徐相浩翁：97 歳の徐相浩翁は、日帝時代（併合時代）当時から
いままでずっと九龍浦に住んでいる方である。九龍浦の近代文化歴史通りの一角にある「か
じや」というカフェまで自分で歩いて来られた。記憶力も、聴力もそれなりによく、大き
な声で話を聞くと全部聞き取って答えてくれ、話が終わる頃は、マグカップいっぱいのコ
ヒーもなくなっていた。 
徐相浩翁は、1919 年 2 月生まれで、解放（終戦）当時 28 歳であった。小学校は、朝鮮
人専用の滄珠（チャンジュ）普通学校（当時、日本人が行く学校は小学校、韓国人が行く
学校は普通学校と呼んだ）を卒業し、その後高等科で日本人と一緒に勉強した経験がある。
１2 歳の時に、親と一緒に運搬船に載って、下関、長崎、鳥取の境港などに行ったことがあ
るようだ。 
子どもの時にどんな遊びをしたのかを聞くと、小学校の時は、いまでも日本の小学校の
運動会で見られる、二人三脚や大玉転がしなどをしたと答えた。徐相浩翁は、朝鮮人とし
てそれなりに日本人と仲良く暮らしたそうである。初恋の相手は日本人女性だったと○○
賀○子とフールネームを教えてくれながら、とてもきれいだったと回想していたが、直接
付き合ったわけではないようである。 
当時に日本人たちは、香川県出身や岡山県出身など自分達の故郷の利益のために活動し
たりするなか、出身地で分かれて喧嘩をすることもあったが、日本人全体の利益のために、
韓国人にはその様子をあまり話さなかったと、徐相浩翁は述懐した。 
解放（終戦）時に徐相浩翁は 28歳だったので、戦時中には「戦時動員」や「徴兵」の文
脈で九龍浦を離れざるを得なかった可能性も高かったはずだが、そういうことはなかった。
その理由として、彼は、自分の父親が当時の自治会長（面長）である日本人と親しかった
こと、運搬船に乗る父親は日本人とわりと関係が良かったことをあげていた。自分はずっ
と九龍浦で過ごせたが、同じ地域の友達・知り合いは、他地に行って亡くなった人もいる
と述懐した。 
当時、九龍浦に住んでいた日本の人々やその子どもたちで構成されている「九龍浦の会」
があるとのことである。当時住んでいた日本の人々やその息子・娘が昔の様子を見るため
に九龍浦を訪ねてくることもあると言った。その会の人たちが九龍浦を訪れたときにお互
い共通の知り合いがいて当時の話を交わしたそうである。 
日帝時代を体験し記憶する徐相浩翁は、その地域では貴重な証言者として位置づけられ
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ている面があると感じられた。徴兵されず、日本人と良好な関係をもち、運搬船に載って
日本の港地域への訪れたことがある彼は、どちらかというと当時の韓国人の中では富裕層
で特権を味わった方なのかなと思われる。特権を味わった彼は、解放（終戦）後同じ地域
での他の住民達との葛藤はなかったかは聞くことができないまま話合いの時間が終わった。 
徐相浩翁は植民地時代のなかでの楽しい日常の追憶とともに戦時・戦後の恐れの記憶も混
ざった状態で、九龍浦で今を生きている。 
 
 徐相浩翁の述懐を分かりやすく再度説明してくれる徐仁萬氏：「かじや」というカフェで
話をする時、徐相浩翁が何かを言うと、彼の隣にいながらその背景を細く説明をしてくれ
たり、文献等から分かるようになった事実等を教えてくれたりした方が、徐仁萬氏である。
彼は、徐相浩翁と自宅を往来しながら会うよく知っている間柄で、徐相浩翁の好みも熟知
しているようであった。二人が話していた当時の九龍浦についての話を次のように要約整
理することができる。 
日帝時代の当時日本は瀬戸内海等で、漁業の技術が朝鮮より近代化され発達していた。
朝鮮半島でも漁場はあったものの全般的に前近代的であった。日本が技術を使い根こそぎ
魚を取ってしまい葛藤もあった。朝鮮時代には、漁業を規制する近代的な法律は整えられ
ていない時期だったが、日本が入り様々な法律・ルールが決められ、漁業に関する許可制
が作られたりした。朝鮮人はそういうことに慣れておらず、訳も分からないままに、不利
益をうけたりした面があるとのことである。 
日本人は海岸に近い所に日本人町を形成して豊かに暮し、ほとんどの韓国人は山の方の
地域で貧しい生活をしていており、日本人にも豊かな人と貧しい人がいるが、豊かな人が
多く、韓国人にも豊かな人と貧しい人がいたが貧しい人が多かったとのことである。 
朝鮮時代に漁業は必ずしも社会的な尊敬を集めた生業でもなかったので、それも当時の
九龍浦に漁業があまり発達していなかった理由にもなる。昔、九龍浦では国からの指示で、
馬の放牧に従事していた。牧場も廃業し日本人が九龍浦に入ったことにより、最盛期には、
九龍浦の税金で浦項を食べさせてあげていると冗談が言えるくらいのときもあった。当時
九龍浦は、浦項港に依存せず、直接釜山港へ行き、そして、釜山港から日本へと船は動い
ていたと徐相浩翁は述べていた。 
解放（終戦）により、九龍浦に住んでいた日本人たちが財産を処分し、あるいはそのま
ま本国へ戻らざるを得なくなった。解放はされたものの、最初は韓国の住民たちもどうす
ればいいか分からず、昼に外で大声を出して万歳したりはできなかったそうである。無理
に帰えらざるを得ない日本人達から何をされるかもわからずすこし怖かったこともあった。
解放直後は、夜に自分達だけで会って静かに万歳をしたりしていたが、少し時間が過ぎて
から、表でも万歳ができるようになったと述懐した。 
徐仁萬氏は、高崎（2002）が書いた『植民地朝鮮の日本人』という本が韓国語で翻訳さ
れものを読んだが、日本・日本人が行ったことを認めて書かれているように思われ、それ
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を読みながら、自分（達）が癒されていると感じたと述べた。認めてもらっているという
感情がとても大事だったと言うとき、彼の目頭が熱くなる様子が印象に残っている。彼は、
「事実は事実として認めつつも、いまの日本、日本人とはちゃんと仲良くやっていきたい
と思っている、自分は嫌日ではない」と強く強調していた。徐仁萬氏と九龍浦の町を一緒
に歩いたり食堂に入ったりするなかで、誰かに会ったり電話をしたりするときは、ほぼ全
員に「母さん 어무이」とか「父さん아버지」など、情感あふれる方言の家族名称で呼んで
いた。 
 
日本人居住地を整備し教育や観光の素材に活用することに関する現地の議論：九龍浦近
代文化歴史通りとして再整備をするにあたり、地域の中ではこれら頌徳碑や石柱の名前に
塗られたセメントを剥がすかどうかについて議論が起きていたらしい。負の歴史をきちん
と直視するためにでもただ隠したり、無視したりするのではなく、セメントを剥がして見
られるようにすべきであるという意見もある一方、セメントが塗られたということ自体も
一つの歴史として残すべきだという意見もあり、かなりの議論があったようである。 
浦項市としては、観光地として生まれ変わる計画でもあったので、今後日本人観光客が
訪れることも考えてセメントを剥がそうとする動きもあった。しかし、韓国人よりもむし
ろ地域のことを知っている日本人の学者たちが、セメントを残すことによる歴史認識の方
を進めたこともあり、頌徳碑や石柱のセメントは剥がされずに現在もそのまま昔からのそ
の場所に立っている。そのような葛藤の流れは、カクリ丘に設置されていた実習船遭難碑
の「撤去と再整備」にも同じようにみられる。 
筆者らが九龍浦を訪れた 2016年 9月には、再整備された区域は「九龍浦近代文化歴史通
り」という名前だったが、ここ数か月のあいだに「九龍浦日本人家屋路」に変わり、看板
なども架け替えられたとの連絡を 2017年 1月に受けた。この変化の背景には、また多様な
議論があっただろうと思われるが、その真意を含め歴史的事実やその意味づけの変化、再
整備等の全体の流れの変化について今後も注目していく。個人レベルでの認識・感情の変
化や市・行政レベルでの政策や方針の変化等を区別しつつその関連などについて探ること
が必要であると考える。 
 
4. 本研究ノートの意義と今後の課題 
 以上で、九龍浦の現況やその背景にあった日本の漁民の韓国・朝鮮進出の歴史的概略を
整理した上、九龍浦を中心に、おおよそ 100 年前に日本人が集まって住み繁栄していた様
子をイメージしながら、家屋を修理・復元して、「近代文化歴史通り」として整備している
様子の一面を、歩きながら見える範囲でのことをまとめた。 
 この都市・区域の再生は、100 年前の昔の様子・イメージを思い起こす作業であるという
意味で、「原風景」を生かした地域・まちづくりとも言える（呉・園田，2016）。原風景と
いう概念は、単に物理的な昔の形を意味するのではなく、自分たちが体験した物理的な空
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間・場所と関連する心理的側面も含める。まずは、「視覚的に似た形（空間・場所・風景）」
を「思い出して」造ったという意味で、そして、その整備された風景から昔の懐かしさを
思い起こすようになったという意味で、原風景が関連していると言える。 
 原風景とは奥野(1972)が『文学における原風景』で最初に用いた言葉であり、幼少期や
青年期における自己の形成過程で体験した空間・場所・風景のイメージで、作家たちの造
形力の源泉にもなるとされている。同じ原風景という言葉・概念が心理学、人類学、建築
学、文学など多様な領域で各領域の状況に合わせて用いられたりするが、建築学の分野や
まちづくりという実践活動の領域でもよく用いられる概念である。 
 本稿では、直接原風景という言葉を使った調査はしておらず、いま議論することはでき
ないが、九龍浦を含むかつての日本人町の復元等の活動をまちづくり活動に関連づけて今
後の研究で検討していく予定である。それは、空間・場所・風景の復元という単純な意味
においても、人々の心に残っており、事あるごとに立ち返る心の故郷としての意味におい
ても（呉、2001）検討の必要がある。また、解放前も解放後も激変する社会のなかで、そ
の地域に住み続けてきた韓国人における原風景としても、また、終戦により突然生活の地
を離れるようになった九龍浦に住んでいた日本人にとっての原風景としても、さらにそこ
に住んだことのない韓国人や日本人がその通り・区域を訪れた時に、懐かしさを感じると
いう意味での原風景としても検討する意義は大きい。本ノートは、今後の継続的な検討の
ための準備段階の作業として位置づけられる。 
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４）同じ事柄について日韓で異なる表記をする場合には、文脈に応じて‘日本の表現（韓
国の表現）’か、‘韓国の表現（日本の表現）’を併記している。例えば、植民地期（日
帝強占時期）、併合（強占）、終戦（解放、光復）等である。また、本ノートは韓国人
研究者と日本人研究者によって書かれており、歴史認識の違いやそれぞれ表現・表記
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Abstract 
Moves to Restore Japanese Residential Areas during the Japanese 
Colonial Rule Period (Japanese Forced Occupation Period)  
as Modern Historico-cultural Heritage: 
 
Focusing on Guryongpo, Pohang City on the Southeastern Coast of 
South Korea 
 
Sunah Oh, Hisao Onuma, Sangmun Suh 
 
During the Japanese Colonial rule Period (Japanese Forced Occupation Period), some 
Japanese people migrated to Korea and gathered to live in certain areas to form Japanese 
towns. After the end of World War II (colonial emancipation), Japanese people suddenly 
returned to Japan. As Koreans moved to and live in those areas, their Japanese 
atmosphere either faded naturally or was purposively destroyed. Moves have emerged in 
South Korea in recent years that attempt to repair and restore former Japanese residential 
areas and Japanese buildings to utilize them as materials for tourism and education, under 
the conception that “confronts a dark history as a history.” They are typically observed in 
Gunsan City on the west coast and Guryongpo area in Pohang City on the southeastern 
coast. This research note is intended to 1) take up Guryongpo area in Pohang City, 
Kyeongsangbuk-Do to put the current situation which has emerged through field work 
into perspective and 2) sort out what local administrations and residents think of as the 
implication of the redevelopment of former Japanese residential areas and buildings and 
issues discussed by them. This work is significant as a preparatory process for examining 
the original-scape for (Japanese and Korean) people who used to live in Guryongpo, 
which was a former Japanese residential area, and people who now live there.  
 
 
 
